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205 年、日本は 189 （明治 32 ）年に人口動態の統計をとり始めて以来、








2010 （平成 22 ）年、少子化社会対策会議を経て、少子化社会対策基本法
第七条に基づく大綱（「子ども・子育てビジョン」）を閣議決定した。その
内容は，子どもと子育てを応援する社会に向けて、「政策4本柱」と「』2の
主要施策」に従って、取組むものとなっている（表 0 I) 。
さらに、 2013 （平成 25 ）年、新たに「待機児童解消加速化プラン」を策
定し、 20 日（平成 27 ）年度に予定している子ども・子育て支援新制度の施
行を待たずに、待機児童解消に意欲的に取り組む地方自治体に対してlはそ
の取組を全面的に支援することとしている。このプランでは、 20 日年、 2014
（平成 26 ）年度を「緊急集中取組期間」とし、 2年間で約 20 万人分の保育
の受け皿の確保を目指し、子ども・子育て支援新制度がスタート予定の 20 日
年度から 2017 （平成 29 ）年度までを「取組加速期間」とし、保育ニーズの
ピークを迎える 2017 年度末までに、潜在的な保育ニーズも含め、前述と合
わせて約 40 万人分の保育の受け皿を確保し、待機児童の解消を目指すこと
としている（内閣府編、 2013 、p. 30 ）。
2 
表0-1 目指すべき社会への政賞4本柱主 1 2の主要施策





















－障害のある子どもへのうイ 7'J. 子、同ジLこ応じたー 貫した支援の強化
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中国における年少人口と高齢人口の比率の推移（%）
資料出所：中国統計年鑑（2012)
一人っ子政策後、合計特殊出生率は年々減少し、 2012 年の！. 6は 1979 年
から L 14 ポイント下がった（図 0-2 ）。そのため、将来、中国の年少人口の
減少が進むと予想できる。少子化によって、 65 歳以上の高齢者人口の割合
は極端に増えている。 202 年に中国の高齢者人口は 7. 1% となり、“高齢化
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図 0-3 中国における 4 2 I育児モデル
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図 I I 日中の労働力率の比較
資料出所： !LO (The Key Indicator of the Labour Market) HP データより筆
者作成












えないこともあるという点である（魁、 2010 、p. 207 ）。





2010 、p. 208 ）。また、中国における経済発展により、富裕層が大量に出現
した際に、結婚育児後専業主婦、いわゆる「全職ママ」 （日本語では，専




れる（怒、 2010 、p. 209 ）。 「中国教育統計年鑑」（2013 ）によると、図 1-2
に示すとおり 2012 年の中国の大学毛入学率 1は 30% となっている。 1978 年
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図 I-3 年齢階級別の女性の労働力率の日中比較（%）
資料出所： ILO (The Key Indicator of the Labour Market) HP データより筆
者作成
年齢階級別の女性の労働力率をみると、中国の女性労働力率は 55 歳まで
は日本よりが高いが、 55 歳以降は急激に低下している（図 I-3 ）。中国にお
ける女性の定年退職年齢は 50 歳であるため、年金受給年齢以降に再就職す
ることが少ないと考えられる。
また、就学年齢階級である 15 ～24 歳の女性の労働力率をみると、日本よ
り、中国の女性の労働力率が高い。中国では、伝統的な「重男軽女」の思
想を受け、女性の失学率が高くになった。しかし、義務教育の普及と中国
の教育程度の発展と伴って、 15-24 歳の女性の労働力率は 190 年の 79% か
ら2010 年の 63% に減少した。





つつ仕事も続けるとする「両立型」を選択した人は女性の 81% 、男性の 71%
で、次に多かった「一時退職、再就職型」は女性の 9% 、男性の 10% にす





日本の育児・介護休業法の原点は、 191 年制定された「育児休業法」 (192
年 4 月 1 日施行）である。育児休業法の改正案として 195 年に介護休業制
度が立案され、育児休業のみならず介護休業も立法化した「育児・介護休
業法」が制定された。その後 201 年、 204 年そして 209 年と数度に渡っ
て改正された（表 I I) 。
表 I -1 育児・介護休業法の制定左改正の経緯
制定、改正の経緯 実行田














































































有期雇用者（バ日ト、派遣社員 都市戸籍の従業員（農村戸籍の従取得要件 業員と企業に属しない自営業者にも） や非就労者は加入できない〕
育児休業子が 1歳になるまで
取得期間 〔子が 1歳を超えても必要と 14 週（難産lE目、晩育 15 目、多胎認められるー定の場合には 1 出産 15 目増加〉
歳半まで〕
給与の 3 0 % 保障及び休業終 I. 育児関わる検査費、出産費、
























であるが、中国は 14 週（難産 15 日、晩育 15 日、多胎出産 15 日増加）であ








































申込方法 区市町村k 申込みます 施設Lこ宣接申し込む
保育料 保護者の前年度の収入 園独自で一律Lこ規定されている
Lこより決まる





保育ζ従事 子ども 保育士 主たる関所時間の11 時間概ね児
する者の数 乳児 3 童福祉施設最低基準Lこ定める数1 以よ（常時2名以上配置）
1・2歳児 6 1 11 時間を超える時間帯保育啓れ
3歳 20 1 ている子どもが1人である場合
4歳以上w: 30 を除き、常時 2名以上配置
※常時2名以上配置
資料出所：日本保育協会ホームペ日ジLこより作成


















日本における認可保育所は 23, 068 施設、定員は 2, 157, 890 人、利用児童
数は 2, 080, 484 人となっている（表II -2 ）。 206 （平成 18 ）年からの推移を
見ると、施設数、定員、入所児童数はすべて増加している。保育所数は 206
年から 207 年にかけて年間約 150 施設増加したが，その後は年間の増加数
は 50 施設程度になったものの， 209 年から 2010 年には 100 以上の増加と
なった。公立保育所については、施設数、定員、利用児童数はすべて減少




平均で 30 ～40 施設増加していると同時に、定員は一年平均で約 3万～4
万人増加している。これは現在地方自治体によって進められている公立保
育所の民営化によると考えられる。
表 I-2 認可保育所の施設数、定員、利用児童数の年度}j!J 推移
206 年 207 年 208 年 209 年 2010 年
保育所数 2,69 2,848 2,909 2,925 . 23,068 
うち公立 11, 848 11, 603 11, 328 1,08 10,76 
うち私立 10,851 1,245 11, 581 11, 917 12,302 
定員 2,079,406 2' 105 ,434 2,120,89 2,132,081 2,157,890 
うち公立 1,076,1348 1,0133,2134 1,0413,1354 1, 025' 938 1, 010 '742 
うち私立 1,02,758 1,042,170 1,074,235 1, 106 .143 1, 147' 148 
利用児童 2,03.1310 2,015,382 2,02,173 2,040,974 2.080.484 
うち公立 967,451 94,582 919,59 901,141 890,484 
うち私立 1, 036' 159 1,070,80 1,102,614 1, 139, 83 1, 189' 630 
定員充足率 96.4 95.7 95.3 95.7 96.4 
うち公立 89.8. 8.8 87.9 87.8 8.1 



















































































待機児童数の変化について、 207 年は 206 年より 1868 人減少した。 207
年～2010 年は 3年連続で増加した。 209 年は前年より 5834 人増加した。
また、 2010 年 4月の待機児童は 26, 275 人に上り、前年と比べて 891 人を




206 年 I2001 年 I202 年 I200 伴 12010 年
待機児童数｜ ｜ ｜ ｜ ｜ I 19, 794 I 17, 926 I 19, 50 I 25, 384 I 26, 275 （人）｜｜｜｜｜
資料出所：厚生労働省ホームページの『保育所の状祝等』こつい
て』 （平成17 年4月l日～平成21 年4月1日） tこより作成。
都道府県別では、東京都 7, 85 人、神奈川県 3, 095 人、沖縄県 2, 295 人、
26 












図 1曲人以上珊人未満 (10) 
囲醐人以上1脚人絹 ( 2) I 肩雇
圃 1脚人以上a脚人絹 ( 7) 

































































幼児園の総数の推移を見ると、 200 年以降は約 18 万ヵ所になっていた。
しかし、 201 年から幼児閣の総数は大幅に減少した。 201 年 (11, 706 ヵ
所）と 202 年 01, 752 ヵ所）の 2年は幼稚園児数が 200 年より約 6万カ
所減少した。その後、幼児園の総数は次第に増加しているが、 20 日年の
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図II 2 中国における幼児園の総数の推移（！Ok)
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図II -3 管理別にみる幼児園の総数の推移
注．①他の幼児閤（Run by Non-Education De par tmen t）、私立幼児園
(Non-state/private ）、集団幼児園（Run byComuni ties ）、教育部門幼児園
(Run by Education Department) 
②201 年～204 年、集団幼児園の数は教育部門幼児園の数に含まれた。
③204 年、統計は分類されていなかった。
資料出所・中国教育統計年鑑 (197 ～201 l年）
31 
管理主体別に幼児園の総数の推移をみると、 197 ～2010 年の教育部門幼
児闘の数はあまり大きな変化がなかった。しかし、他の教育部門幼児闘の
数は 197 年の 20, 410 ヵ所から 2010 年の 3, 797 ヵ所を残し、 81% 減少した。
また、集団幼児園の数は 197 年の 106, 738 ヵ所から 2010 年の 15, 07 ヵ所
になり、 86% 減少した（図 II -3 ）。
学前教育資源の急激な減少は、他の幼児園と集団幼児園の数の減少と関
係していることは明白である。これらの幼児園が減少した原因は基本的に




類ー ｜ニ類 ｜ 三類 一類 ｜二類 ｜ 三類 一類 ニ類 三類
上海 市模範園 市ー 級 市ニコ級 未定級
重慶 一級 二級 三級 四級
成都 級ーー 等 一級二等 ニ級 三級
杭拘｜ 特日級 甲等 乙級 丙級 丁級
刷 I 省一級園 市一級薗 区一級薗 未評価
青島 実験、模範、特色 一類 ニ類 三類
南京 省模範薗 市模範園 市良質園 標準園 一般園
無主S 省模範囲 ｜市唱園 市二類園｜尉円掴 市合格薗 尉す二類厨 粛す合格園
蘇州 省模範園 市現代化園 一類 二類 合格園
長抄 省模範園 市僕範園 区模範園 標準園
石家圧 省模範園 一類 二類 三類
甫昌 省模範園 一級 二級 三級
太原 五つ星園 四つ星圏 三つ星園 二つ星薗 一つ星園













の分級分類の構成は表 II -5 に示す通りである。
2. 中国の学前教育発展の不均衡
昼間10 ）は、中国の学前教育発展の不均衡現状について、 31 の省（地域）
を4つの種類に分類した。 I類地域は北京と上海の大都市地域のみであり、
E類地域は天津、遼寧、江蘇、漸江の 4の省であり、 E 類とN 類地域は 9
の省（地域）と 15 の地域を含め、中国の 31 の省（地域）の 80. 7% を占めてい




I類地域 北京、上海 6.45 
E類地域 天津、遼寧、江蘇、漸江 12.9 
河北、山西、内モンゴル、吉
E 類地域 林、黒龍江、映西、甘粛、青 32.26 
海、寧夏、新彊
安徹、福建、江西、河南、山
N 類地域 束、湖北、湖南、広東、広西 48.39 、海南、重慶、四JI[ 、貴州、
雲南、西蔵
3 





粗入国率についてみると、 I類地域と E類地域は I. 05 と0. 94 であり、
より高いレベルに達した。特に I類地域の粗入園率は 10% を超えたのは流
動人口の統計の偏差である。 E 類地域とN 類地域はただ 0. 48 と0. 53 であ
った。全国の 31 の省（地域）のうち、 21 の粗入園率は低く、 0. 6未満であっ
た。 N 類地域に属する西蔵の粗入園率は全国で最も低い 0. Iである（図 E
-4 ）。
2. 2園児数対教師数




園児数対教師数は 25 であり、 I類地域と比べて大きい差があるが、全国の
平均値より 4. 54 ポイント低い。 E 類地域の園児数対教師数は全国の平均値
と同じレベルであるが、 N 類地域の園児数対教師数は全国より 2. 92 ポイン
ト高い。 IとE 類地域より、 E 、N 類地域の園児数対教師数は不足状態で







I類、地域 nn•醐 E類地域 N類地域
図lI -5 4類地域の幼児園現状の比較
注：専門教師は専科学歴以上学歴を持っている教師である。
資料出所：中国教育統計年鑑（208 ）、窪（20 I 0) 
2. 3 専門教師の比率
教師については、 I類地域の専門教師比率は 91% であり、他の 3類地域
より著しく高い。一方、 E 類地域の専門教師比率はE類より高く、 80% に
35 
達した。 N 類地域の専門教師比率は 60% であり、全国で最低レベルである
（図 II -4 ）。
2. 4教育経費支出対 GDP
中国では教育への財政投資は地方政府の責任とされているため、地域間
の財政力格差を反映して教育経費支出の格差も大きい。図 II -6 に示すよう
に＇ 4類地域の教育経費支出対 GDP の差は大きくないが、支出金額の差は大
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図II 7 私立幼児園の数の推移








幼児閣の保育費は 2, 00 元／月以上であり、 7, 00 元／月以上（保育費 5, 50+ 




北京市の場合、公立幼稚園は 60 ～100 元／月程度であり、私立幼稚園は
120 ～280 元／月程度であり、私立託児所は 150 ～360 元／月程度である。
3歳未満児の入園率は 21% である。約 8害lj の3歳未満児は保育施設を利用
していない現状である（表II -7 ）。
4. 都市部における女性労働参加と育児の問題





















公立幼稚園： 1人／1カ月 60 ～100 元程度
私立幼稚園： l人／1カ月 120 ～280 元程度































材調 保育対象 保育料金 保育待問




家庭外の (creche 常勤0)(: 耳母在中以こ るparentale) 、刊現の親自身も保集団的保 育K参加（週1回～育施設 月l回ほど）
家庭課育所 市町村が保育？？を 親の所得水準K 親の仕事の都合
(creche 雇って運営する家庭 より異なる。保Kより保育時間
fa 旧iliale) 内の保育所 育料は市町村ι明樋がflj¥納める
児童園（ja 吋in 遊戯を通じて子供の 3～8歳までの発達を促進する保育d’enfants) 
施設 幼児
託児所（halte- 非定期仁、間割問だ機児未満garderie) ~t 
保育料は、親が
家庭外で保育？？ ブリ日の保育者が自 直接保育.，. .,. ~~ 
の個別保 (a 関 istante 宅で数人の子供を保 支払う。家族手
育 maternel le) 育する制度。 当金庫かち補助
がある。
個別保育者 親が自宅仁保育者を家庭内で (ga 吋ea 雇う制度。費用が最
















の 3歳児までの保育に関しては、雇用連帯省（Mini st 色re des afaires 














対象とする児童の年齢別に、保育所（0 歳以上 3 歳未満対象）、幼稚園（3








めている。 2010 年現在、 3 歳以上就学までの児童の保育率は 9 割を超え



















就学前教育 対象 幼稚園（3～5歳） 幼稚園（3～5歳）
地域事情Lこより 2歳も
可能
在籍率 5歳児 99 パーセント 5歳児 84 パーセント
4歳児 99 パーセント 4歳児 96 パーセント


































20 日7 WIO 2日目 20 日目
図II -8 フランスとドイツの 3～5歳児の幼稚園の在籍率（%）




htp ・：／ ia. wikipedia. org/wik/%E8%A%8D%E5%8F%AF%E5%A4%96%E4%BF%9D% 
E8%2%B2%E6%96%BD%E8%A8%AD (2012 年 10 月 l関覧）
2. 厚生労働省「都道府県・政令指定都市・中核市別保育所待機児童数集
約表」平成 22 年 4月 l日











































町 ． ． ． ． ． 
56 
55 自
E即日年 2日目年 208 年 初日日生存
図E 【 l 西条地区の総人口と年少人口の推移
資料出所・東広島市次世代育成支援行動計画（2010 年 3月）より筆者作成
200 年から 2010 年までの 10 年間の労働力人口の変化をみると、男性と
女性の労働力人口とも増加している（図ill 2）。東広島市における女性就業
者数は、 200 年から 2010 年にかけて 13, 918 人増加しており、 2010 年の女
性就業者率は 49. 6% である。このような女性就業率の増加により、保育サ
ービスの需要が高まり、 200 年の保育所数は 29 施設であったのが、 2012
年には 5 施設に培加している。




























































男性は 25 歳から 59 歳までの各年齢階級で 80% 以上と高い一方、女性は
25 歳～29 歳と 45 歳～49 歳の二つの年齢階級で高く、 35 ～39 歳を谷とする
M字型となっている。これは日本の多くの女性が、 20 代後半から 30 代前半
にかけて結婚や出産により、就業を一時中断し、子育てがある程度落ち着
いてから再び労働市場に戻る乙とを示している。 2010 年のM 字型は、 200
年に比べかなり浅くなっている。女性の晩婚・晩産化による子育て年齢の
上昇と強い関係があると考えられる。
また国勢調査（205 年）の結果から、東広島市の 15 歳以上の女性就業者
数をみると、事務従事者の数は最も多く、全体の 24. 6% を占めている。次
は技能工・生産工程作業者及び労働作業者、採掘作業者であり、全体の 21%
を占めている。専門的技術的職業従事者とサービス職業従事者は全体の
16. 8% と 15% である。
子育て期の母親が多い 25 ～4 歳の女性就業者の産業別就業人口をみると、
約 7割の労働女性は第三次産業に就業している。なかでも、卸売・小売業、
医療・福祉とサービス業に従事している女性が多く、それぞれ 28. 2% 、24. 2% 












年齢 総数 第一次第二次 第三次産業 分類不能産業 産業 の産業
第三次産卸売・ 飲食店・ 医療・教育・学サー ピその
業総数 小売業 食i自業 福祉 習支援業 ス業 他
2ト 29 3501 18 718 幻26 666 142 785 298 527 308 45 
3ト 34 3808 31 921 釘91 674 188 665 343 549 372 65 
35 ～39 3686 26 862 幻52 701 172 725 305 497 352 46 
40 ～44 3899 41 818 2980 743 175 8唱。 395 466 311 60 
その他 22368 幻80 3915 15350 4721 1577 3375 1367 2819 1491 323 
総数 37268 2896 7234 26599 7印5 2254 6440 2708 4858 2834 539 
資料出所：統計閥P国勢調査（捌昨）より筆者峨
仏ttp://w.,.stat.go 目jp/ data/kokuse i/2010/ index .html 
保育時間をみると、東広島市の認可保育所の保育時間は 7時～19 時が多
く、朝 7時前と夜 19 時以降の保育施設がない。また、土曜日に開園する保














ける保育サービスの状況をみると、 2010 年 10 月 1日時点における認可保育




保育所 公立 875 916 104% 
私立 6 650 685 105% 
計 15 1525 1601 105% 
市立 140 140 10 国
幼稚園 私立 685 62 90% 
国立 90 90 10% 
計 5 915 852 93% 
資料出所：東広島市公式
HP 〔htp ：／／円刊円.city.hig 呂田hiroshima.hiro 唱hi ma. jp ／）よ
り筆者作成









公私 名称 定員 入所児童 保育時間 土曜目 受入年齢数
開園 緯圏 開園 降園
あおぞら 8ヶ月～ 3私 キッズス 30 26 7:15 19:15 7:15 17:30 
歳未満クー ル
あい保育 3ヶ月～小
私 圏西条中 90 91 7:30 19:30 7:30 19:0 学校就学
央 時未満
御薗字保 1 歳～小
公 150 149 7:30 18:30 7:30 17:0 学校就学育所
時未満
三永保育 l 歳～小公 105 113 7:0 19:0 7:0 17:0 学校就学所
時未満
生後3ヶ月
私 みづき保 閃 66 7:30 19:0 ～小学校育園 就学時未
t高
生後8ヶ月
私 玉法保育 90 102 7:0 19:0 ～小学校園 就学時未
t商
郷田保育 l 歳～小公 80 71 7:30 18:30 7:30 12:30 学校就学所
時未満
吉土実保 10 ヶ月～
ノ，H＼ 100 118 7:30 18:30 7:30 12:30 小学校就育所
学時未満
円城寺保 1 歳～小公 90 101 7:0 19:0 7:0 17:0 学校就学育所
時未満
愛育保育 3ヶ月～小私 150 152 7:0 19:0 7:30 17:30 学校就学園
時未満
寺西保育 1 歳～小公 120 141 7:30 18:30 7:30 17:0 学校就学所
時未満
西条東保 l 歳～小公 110 122 7:30 18:30 7:0 1:0 学校就学
育所
時未満
西条保育 10 か月～公 120 101 7:0 19:0 小学校就所
学時未満
青雲保育 10 ヶ月～
払 120 129 7:0 19:0 7:0 17:0 小学校就園
学時未満















公私 10 人以よ 50 ～9 人 50 人未満 総計
公立 6 2 8 
私立 3 3 7 




公私 10 ～109 10 % 以 90% 未満 90"-'9% 総計% 上
ア」、，；.lー』L 1 4 2 8 
私立 4 2 7 
総計 5 6 3 15 
資料出所：東広島市からの資料より筆者作成
保育所の定員充足率をみると、 85. 7 %の私立保育所の定員充足率は
10% 以上で、 100 未満が l施設だけである。 62. 5% の公立保育所の定員充




公、私立保育所の開園時間はほぼ同じで、 7時～7時 30 分までである。
これは、働く女性が出勤途中に立ち寄って子どもを預けることができるよ
うな時間設定となっているからである。しかし、閉園時間には大きな差が
ある。公立保育所の閉園時間は遅くても 19 時までである。そのうち 5施設
(62. 5% ）の閉園時間は 18 時 30 分、3施設（37. 5 %）は 19 時である（表［［－6）。
それに対して、私立保育所は l施設だけが、閉園時間が 18 時 30 分で、 4




公私 18:30 19 ：叩 19:15 19:30 
会立 5 3 8 
私立 4 1 7 






12:30 17 ：叩 17:30 19 ：叩 （空白）
1＞有i」L• 2 ら
私立 2 2 2 7 




くなっている。公立保育所では 8施設のうち l施設は土曜日休み、 2施設は
午前中のみ開園している。また、土曜日は 17 時以降の延長保育は全くないp
それに対して私立保育所は、 2施設は土曜日が休みであるが、 2施設は 17






名称 定員 入園児数 開園時間 受入年齢
（人） （人） （平目）




私立 西条｝）， ~デ 180 193 9ff 寺～14 時 年齢満 3
ル幼稚園 歳以上
私立 西条幼稚園 20 20 8時～14 時 年齢満 3
歳以上
私立 板橋きざな 285 209 9時～14 時 年齢構 3
み幼稚園 歳以上
国立 広島大学附 90 90 側寺～14 時 年齢構 3
属幼稚園 歳以上
資料出所：広島県私立幼稚園連盟ホームページ


































• JR 西条駅． 調備事尺糊
.... 調 1罪新公ll)． 嬬霊可保高F庁
"' 郷掴


















東広島市における 2010 年 4月 l日時点の待機児童数は、 84 人（すべて 3

















0 206 年 207 年 208 年 209 年 201 年 201 年
図III-5 東広島待機児度数
資料出所：東広島市ホームページデータ
(htp:/ww. city. higashihiroshirna. hiroshirna. jp/si te/hoikushisetsu/ 





















た母親の年齢は 30 ～34 歳が最も多く（80 人、 46% ）、ついで、 25 ～29 歳
(60 人、 3% ）、 35 ～39 歳（31 人、 17% ）であった。 40 歳以上の回答者
は5人であった。




また、職業分類をみると、 25 ～29 歳の母親は販売職・サービス職が多く、
30 ～34 歳の母親では事務職が多い（表ill-10 ）。
表］［-10 世帯の種類_g!J .母親の年齢期 rrt.:: みた母親の就業状祝
一世代同居 核家族
母親の年 25- 30- 35- 40- 小計 25- 30- 35- 40- 50- 小計 総計齢（歳） 29 34 39 44 29 34 39 44 54 
専門・技 2 14 14 術職
管理職 2 2 
事務職 1 10 13 14 
販売職／
サー ビス 18 2 22 22 
職
生産工程
－労務作 2 2 3 6 2 11 13 
業
パー ト・ 7
その他 8 17 14 2 34 42 
専業主婦 2 3 12 43 11 66 69 






平成 22 年国勢調査（2010 年）によると、東広島市における核家族の比率






先までの主な送迎担当者をみると、三世代同居の 14 人のうち 10 人（71. 4%) 
の送迎担当者は（外）祖父母である。核家族の場合、父親の分担はわずか
で、 85%. (138 人）の母親は自身が送迎を担っている（表E 11 ）。
表］［－1 世帯の種類別Lこみた子どもの送迎状祝
母親 父親 （外）祖父母 無回答 総計
三世代同居 3 10 14 
核家族 138 23 162 




(60. 8% ）となった。それに対して、仕事をしていない「専業主婦」は 69
人（39. 2% ）となった（表E 12 ）。
幼稚園に子どもを通わせている母親は、 16 人全員が「専業主婦」である
のに対し、保育所に託児する母親の大多数が就業者である。ただし、保育







幼稚園 16 16 
認可保育所 82 35 17 
認可外保育所 13 13 
その他 3 3 
無回答 9 18 27 




販売職。 生産工 パー ト・ 専業主
末子の保育先 術職 管理職事務職サーピ程・労その他 婦 総計ス職 務作業
幼稚園 16 16 
認可保育所 10 22 13 32 35 117 
認可外保育所 9 13 
同居の親族が 2
みている
無回答 18 127 
総計 14 14 22 13 42 69 176 
アンケー ト調査結果仁より作成
子どもの登園時間をみると、専業主婦の 69 人のうち 60 人（87% ）の子






7 : 0- 8 : 0- 自： 0- 10 時以降 無回答 総計7: 59 8: 59 9: 59 
専門・技術職 4 10 14 
管理職 2 
事務職 5 7 14 
販売職／サ｝
19 22 ビス職
生産工程・ 11 2 13 労務作業
J~~ ト／その l
他 23 18 42 
専業主婦 4 60 2 3 69 
総計 2 68 10 2 4 176 
アンケート調査結果たより作成
表］［－15 母親の就業状況左降園時間
15 時前 15 : 0- 17 : 00 18 時以降 無回答 総計16: 59 17: 59 
専門・技術 2 6 日 14 職
管理職 2 2 
事務職 12 1 14 
販売職／サ 21 22 ービス職
生産工程 φ




専業主婦 19 7 40 3 69 
総計 22 7 131 12 4 176 
アンケ｝ト調査結果Lこより作成
65 
また、子どもの降園時間をみると、 17 ～18 時までの聞に集中する特徴が
ある。 「パート・その他」として仕事をしている母親の 95% は、迎え時間が
17 ～18 時までである（表E 15 ）。
専門技術職の母親は、 18 時以降に迎えに行くのが最も多く、約 43% を占
めている。次が、生産工程・労務の作業に従事する母親であり、 23% を占
めている。
専業主婦の迎え時間も 17 ～18 時が最も多く、 40 人（約 58% ）である。
また、無回答を除いて、専業主婦の全員が 17 時前に迎えに来ており、その
うち 15 時前が 19 人で、 15 時から 17 時が 7人である。
－住所所在地


















満足して どちらかと どちちかと住所の類型 いる いえば満足 いえば不満 無回答 総計
している である
館山 11 12 
西条町寺家 18 20 
西条町田口 11 3 、 16 
西細T御薗宇 17 3 21 
西条土与丸 12 3 16 
西条下見 16 2 18 
西条中央 45 4 4 53 
その他 15 5 20 



































また、一般的に正社員の就業時間は 9時 30 分～17 時 30 分であり、残業
がなく、 17 時 30 分に退社しても、迎えの時間は 18 時を過ぎると考えられ
る。そのため延長保育を利用しなければならない。しかし、西条の認可保













htp ://i a: wikipedi. orn/wik/%E6%9D%B!%E5%BA%83%E5%B3%B6%E5%B8% 





















































3600 人を上回った。しかしながら、 200 年代に入ると、ピーク時の人口
総数は大幅に減少し、人口総数は減少しているが、老年人口は増加し続け
ており、 7567 人（平成 18 年、人口総数の 20. 9% ）から 963 人（平成 25











206 隼 20()7 年 208 年四鮮 2010 年 2011 年 2012 年 2013 年
図N-1 昭和地区人口の推移（人）















市の合計特殊出生率をみると、合計特殊出生率は 205 年の I. 29 以降は上
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十 ， l昭和地区． 昭和地区保育所
総数0-4 歳児の割合（%）レ
口肌・ 1.8%
口 1.9% -3.9% 
白 4%-6.7%
圃 6.8 ト 13.2%


























定員 入所人数 職員 保育時間
明和保育園 80 82 20 7～19 
宮ヶ迫保育園 150 158 27 7～19 
焼山保育園 90 105 25 7～19 
昭和保育園 150 142 25 7～19 




















208 年 zoog 年 201 年 201 1年 Z012 年
図N-5 昭和地区における保育所別入所児童数の推移（人）









201 1年 11月と 2012 年4月と 5月に、呉市昭和地区センターの子育て関
係のイベントに集まった母親を対象としてアンケート調査を実施した。ま
た、 2013 年 10 月に昭和地区の保育所に訪問し、園長から地域の保育事情に
ついて聞き取り調査をした。
2. 調査結果
アンケート調査によると、 27 人、 30% の回答者は正規職員として働いて





正規職員 ム非正規 イム非正派遣社員 その他 無回答 総計
重見
非常Lこ難しい 3 3 7 
時々難しい 19 1 27 5 53 
あまり真置しい 4
t_ 感じない 1 15 2 23 
全〈難しい主 1
感じない 5 6 
わかちない 2 2 
無回答 30 30 







通勤時間について、回答してくれた母親のうち、 56 人、 62% の母親の通




フルタイ パー ‘トタ正規職員 ム非正規 イム非正 派遣社員 その他 無回答規
20 分以内 13 2 33 1 g 
21 分～40 分 10 14 1 
41 分以よ 5 





正規職員 4 1 
フルタイム非E 規






















みると、 36 人、 27% の母親は自分で保育するが、 26 人、 20% の母親は自分
また夫の父母に支援を依頼している。また、正規社員の 51 人のうち、 16 人、
31% の母親は自分また夫の父母に支援を依頼している（表N 5）。
病児の保育先について、回答者の 38 人のうち、 2人だけが病児施設を利
82 




正規職員 フルタイ パー トタイ 派遣社員 その他無回答総計ム非正規 ム非E 規
認可保育所 21 
認可外保育所 l 2 
幼稚園のみ 7 4 2 13 
幼稚園＋預り 3
保育 5 1 10 
小学校＋学童 9
保育 8 18 
学童保育 2 
自分、また夫 16 1 7 26 の父母
自分 8' 14 7 36 
その他 5 5 
総計 51 53 14 11 133 
アンケート調査結果Lこより作成
表1¥/-6 母親の仕事形態K みた病児の保育先
仕事を休む 配偶者 同居家族 病児施設 その他 総計
正規職員 5 3 2 1 11 
フルタイム l
非正規 1 
パートタイ 13 2 3 1 19 ム非正規
派遣社員 1 1 
その他 2 1 1 1 5 
無回答 1 





































































































208 2010 201 
中山区 50 51 49 
西筒区 47 49 50 
抄河口区 72 76 7 
甘井子区 208 196 201 




表V-2 大連市Lこおける入学前3年聞の入園率（206- 201 〕
2os I 201 I 2os I 2oe I 2010 I 201
入園率｜ 85 .1 I 89. 8 I 91. 8 I 93 .4 I 94 I 95 
資料出所：大連市国民経堺和社会度展銃i十公披（206 年－201 年）
大連市統計局HP(htp:/w.sta .di ,gov. en/ index. jsp) 
大連市における入学前 3年間の入園率（中国では「学前 3年」の入園率
という）をみると、 206 年と比べて、 20 日年の入園率は約 10 ポイント増
89 
加し、 95% に達した（表v 2）。
入園率の増加は 206 年から 207 年にかけては4% を超える増加率であっ













全国 82 18 
遼寧省 85.87 14.13 






I) 調査期間： 2012 年 2月初日～2012 年 3月初日の一ヵ月間を調査期
間とした。
2）対象調査：大連市の政治経済中心である西同区と中山区の幼稚園に子
どもを通わせている保護者 40 人を対象とした（図v 2）。調査対象の保









配布数 20 10 10 
回収数 105 25 20 















在園児童の年齢構成をみると、 4～5歳が最も多く、 46% を占めている。




また、入園年齢をみると、大部分の児童の入国年齢は 2～3歳で、 68% を
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大部分は 30 分以内である。このうち、 10 分以内の通勤時間は夫婦とも 15%
程度あり、自宅から近距離に通勤している夫婦が大部分であることが明ら















































父親 母親 （外）祖父 保母 総計= 
大連市 21 51 48 121 
大通市以外 4 19 2 25 
無回答 2 4 




のうち、送迎時間が 20 分以内の回答者は 21 人で、全体の 84% を占めた。
送迎時聞が 21 分以上の回答者はわずか 3人だけであった。一方、大連市に
居住する世帯の場合、送迎時間 21 分以上が 32 人で、全体の 26% を占めて





10 分以内 11 分～20 分 21 分以上 無回答 総計
大連市内 4 45 32 121 
大連市以外 9 12 3 1 25 
無回答 1 2 1 4 
総計 54 59 36 1 150 
アンケート調査結果Lこより作成
表V-7 居住地問~Kみた病時の預け先
全快する （外）祖 そのまま 専門の人
まで仕事 父母Lこ頼 で幼稚園 Lこ事提f その他 無回答 総計をイ木む む Lこ預かり
大遥市 63 39 7 11 121 
大連市以外 16 2 3 4 25 
無回答 2 1 1 4 
総計 81 39 1 3 10 16 150 
アンケート調査結果Lこより作成
表V-8 母親の通勤時間帯周q，こみた三世代居住状祝
同居 同じ大連市 大連市以外 無回答 総計
10 分以内 3 11 16 
11 分～20 分 11 16 4 31 
21 分～30 分 3 15 5 24 
31 分～40 分 8 5 13 
41 分～印分 3 2 6 
51 分～60 分 1 4 5 
61 分～ 4 3 7 
無回答 18 14 14 2 48 


















くの母親の通勤時間は 30 分以内が、 14 人、回答した母親の 25% の通勤時
聞が 31 分以上である。親と同居している場合、通勤時間の分布が分散的で、













父 母 （外〕祖父母 保母 総計
IT 通信 3 2 3 8 
金融・保険 5 7 7 20 
不£口』動産・広 2 3 2 7 
消費＋販売
－旅行。ホ 12 13 2 27 
ヂJJ...
製造 2 
教育・研究 5 10 5 20 
医療 3 2 6 
政府機関 2 2 5 
自営 5 14 1日 29 
その他 4 5 
専業主婦 9 10 
無回答 3 5 3 11 















父 母 （外〕祖父母 保母 総計
IT 通信 2 2 2 自
金融・保険 l 3 5 10 
不動産・広 日 7 4 17 告
消費・販売
－旅行・ホ 4 9 9 2 24 
デル
製造 3 2 6 
教育・研究 l 6 4 11 
医療 2 3 
政府機関 8 5 13 
自営 5 22 9 36 
その他 5 4 9 
無回答 4 7 4 15 




全快する （外）祖父 そのまま 専門の人まで仕事 母lこ頼む で幼稚闘 1こ頼む その他 無回答 総計を休む lこ預かり
IT 通信 4 4 




－旅行・ホ 4 9 2 27 
デル
製造 2 2 
教育，研究 14 20 
医療 4 2 6 
政府機関 3 5 
自営 19 6 29 
その他 4 5 
無回答 2 3 6 11 
専業主婦 1 8 10 















料金 府の一部補 高額（公立の 超高額（公立
助があるた 3倍以上） の5倍以よ）
め）






















満足 普通 不満 無回答 総計
公立 108 5 15 
教師数
私立 27 2 35 
公立 107 4 4 15 
保育時間
私立 25 5 2 35 
施設、給 公立 104 7 4 15 
食 私立 27 5 2 35 
公立 103 7 4 15 
教育内容





部の居住人口は 6. 65 億人（総人口比 49. 68% ）、農村部は 6. 74 億人（50. 32% ）、













1982 1987 190 195 20 205 201 
図V-8 一世帯あたりの平均世帯員数
資料出所：中国国家局統計 HP より筆者作成
htp :/ww. stats. gov. en/ti gb/rlcpcgb/ (2012 年 10 月 l日閲覧）
また、世帯状況をみると、中国全国で 4億世帯、家族人口は 12. 4億人、
l世帯当りの平均家族人数は 3. I人で、 200 年の 3. 4 人から縮小している




















ht tp:/ww. we forum. org/isues/global-gender-gap 
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あとがき
本論文を作成するにあたり，さまざまな方々にお世話になった。
指導教員である白井義通先生には、来日からの 5年間にわたり、筆者の
研究に対する的確なアドバイスを与え続けてくださいました。勉強面だけ
ではなく、生活面でもいろいろ世話になりました。言葉では言い尽くせな
いほどの感謝の気持ちを感じております。本当にありがとうございました。
また、副指導の下向井龍彦先生と三宅紹宣先生には、いつも温かい言葉
をかけていただき、 §}J 身になりました。さらに、研究室の皆さんと地理ゼ
ミの皆さんに感謝したいと患います。特に、地理ゼミの阪上弘彬君は GIS
の使用に関して多くご協力いただきました。深い感謝の意をこめてここに
記します。
さらに、調査中多くの方のご協力を賜りました。呉市の子ども課の方と
市民部昭和市民センターの谷口様はお忙しい中、たくさんの資料を提供し
ていただきましでありがとうございました。この場合をかりで、お礼を申
し上げます。
東広島市のひまわり保育所とキッズアカデミ一、呉市の昭和地域の明和
保育園、宮ヶ迫保育園、焼山保育園、昭和保育園と焼山こばと保育園、大
連市の小浪花幼稚園の園長さんには、インタビューとアンケート調査のた
めに貴重な時間を割いていただけました。ここではすべてのお名前をあげ
ることができませんが、ご協力に深く感謝申し上げたいと思います。
最後に、長きにわたり研究生活を支えてくれた家族に感謝します。
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